
№ 係名 事業名 事業概要 決算額 実施結果・成果

事業実施による効果
(感染防止・地域経済の

活性化・デジタル化・生活
困窮者支援・雇用の維

持・など)

1 商工振興係
中小企業、小規模事業者へ
の緊急支援事業

新型コロナウィルス感染症拡大の影響で経営に深刻な影響が生じた企業の
救済を目的とし、売上が前年同月比20％以上減少した市内の中小企業者、
小規模事業者に10万円を上限として支援を実施する。

73,800,000
市内の中小企業者、小規模事業者783社に支援
金10万円を支給した

非常に効果的であった

2 学事係 小中学校就学支援事業

非課税世帯及び失業や休業、あるいは自営場を休業したことにより家計が
急変した小中学生がいる世帯に給食費や学用品等を補助する。
小学生40人×78,800円(給食費等)、
中学生20人×161,500円(給食費等)

1,055,252
経済的な理由によって就学困難な児童の保護者
に対し必要な援助を実施し、義務教育の円滑な実
施に資することができた。

非常に効果的であった

3 商工振興係 商工会申請手続支援事業
商工会と連携し、国・県等の支援制度の申請手続きをサポートするため、中
小企業診断士を市で採用し申請手続を支援する。

1,110,132
中小企業診断士へ
報酬2名34日分1,020,000円
旅費90,132円を支給

非常に効果的であった

4 農政係
花農家支援及び医療関係者
への感謝事業

「レインボーフラワー」ブランドとして産地形成しているうきはの花を購入し、
感謝の気持ちを込めて頑張って頂いている感染症指定病院等へ届ける。

1,752,092
管内の医療機関や福祉施設等役80箇所へ届け
た。

非常に効果的であった

5 商工振興係
テイクアウト・デリバリー支援
事業

新型コロナウイルス感染症により影響を受けている飲食業等を営む小規模
事業者（市内事業者が行うテイクアウト・デリバリーサービスを新規開始する
団体）を支援する事業を行う者に対し補助金を交付し、飲食店の売上向上
や住民の利用せい向上を図る。

1,500,000
テイクアウトWEBページ政策
冊子「うきはのウマイ店!」作成(80飲食店掲載)
11,000部配布

効果的であった

6 商工振興係
飲食店・宿泊施設等支援事
業

飲食店や宿泊施設等を応援するため、市民が先払いで飲食台やサービス
を購入できる仕組みを構築することを目的として「うきは飲食・宿泊応援チ
ケット」を作成する。
販売額1,500万円
プレミアム率10％⇒発行額1,650万円
プレミアム分の150万円のうち50万円を市が支援。

500,000

販売額1,500万のうちプレミアム率10％を上乗せし
1,650万円を発行。プレミアム分50万円を補助
発行枚数 3,000冊(1冊=1,000円券5枚＋500円券1
枚)

非常に効果的であった

7 商工振興係
金融面での支援等と併せて
行う事業者支援事業

支援施策（家賃補助）の活用し、前年より3カ月間で3割以上の減収となった
市内の中小企業者、小規模事業者に支援を実施する。

8,575,000 市内114事業者への支援を実施 非常に効果的であった

8 商工振興係
うきは市プレミアム付商品券
発行事業

県のプレミアム付商品券追加支援をふまえ、本市もプレミアム率の引き上げ
を行い、市民生活の緊急支援を行うとともに、地域の消費を喚起、下支えす
る。
販売額約134,000千円のプレミアム率25%（うち市15％、県10％）の市15％分

20,000,000

9 商工振興係
うきは市プレミアム付商品券
発行事業

県のプレミアム付商品券追加支援をふまえ、本市もプレミアム率の引き上げ
を行い、市民生活の緊急支援を行うとともに、地域の消費を喚起、下支えす
る。
販売額約216,000千円のプレミアム率25%（うち市15％、県10％）の市15％分

32,297,847

10 地域振興係
コロナに負けないまちづくり
支援事業

感染拡大のためのステージを十分に踏まえながら地域の抱える課題に対し
て様々な活動を強化する任意の市民団体及びNPO等に支援を実施する。

9,776,797 市内5団体へ支援を実施した 効果的であった

12 福祉係

障がい福祉サービス事業所
等新型コロナウイルス感染
対策支援事業
(R02→R3繰越事業)

新型コロナウイルス感染症拡大の状況にあっても、継続して障害者への支
援を行っている事業所等に対し、支援金を交付することで新型コロナウイル
ス感染症の予防及び感染拡大防止の取組みを支援する。

5,100,000 28施設に計510万円の支援を実施した 非常に効果的であった

13 農政係
うきは産フルーツ消費拡大支
援事業

子どもたちに地元産のフルーツ等農産物に親しみを持ってもらうため、市内
小中学校の学校給食に食材として農産物の提供を行う。コロナで流通に影
響のある農産物について地産地消で支援する。

1,500,000

14 農政係
うきは産フルーツ消費拡大支
援事業

子どもたちに地元産のフルーツ等農産物に親しみを持ってもらうため、市内
小中学校の学校給食に食材として農産物の提供を行う。コロナで流通に影
響のある農産物について地産地消で支援する。

9,608,683

具体的な理由

新型コロナウィルス感染症拡大の影響で経営に深刻な影響が生じた企業の
支援を実施することにより、経営の持続化による経済循環の下支えに寄与し
たと考えられる。

コロナ禍により家計が急変した世帯に対し、就学に係る費用を支援すること
で保護者の負担軽減につながった。

コロナ禍における各種支援施策申請に関するサポートを専門家が行うこと
で、市内事業者のコロナ対策に寄与できた。

うきは市はＪＡにじ花部会が生産した花を、管内の医療機関と介護福祉施設
約８０か所に贈った。
新型コロナウイルスの感染が拡大する中、日々奮闘される医療従事者や介
護福祉関係者への感謝と、需要が落ち込み苦境に立つ花農家を応援するこ
とができた。

新型コロナウイルス感染症により影響を受けている飲食業等を営む事業者
を支援する事業者に対し補助金を交付した。飲食店等の売上向上やじゅみ
んの利便性向上を図ることを目的とした。

テイクアウトを充実させることにより、密を避けることができるほか、自粛期間
中の消費喚起に寄与した。普段は利用したことがなかった店を知る機会にも
なり、魅力を知ってもらうことでコロナ後においても継続した利用に繋がること
が期待される。

経営難の事業者に対して家賃補助を実施し、経営の持続化に繋げた。

コロナ禍になって初めてオンラインショップに挑戦する団体や、外でのアク
ティビティを通じてマイクロツーリズムに取り組む団体など５団体の活動を支
援した。来客者が減少している現状回避し、地域経済の活性化に一定の効
果があった。

事業所等の感染防止策を講じることができ、利用者への感染への不安解消
に繋がった。また、支援した事業所でのクラスター発生を抑えることができ
た。

販売額約350,000千円
(プレミアム率 県10％、市15％)
総事業費52,297,847千円
紙チケット37,346,100円、
電子チケット14,951,747円

非常に効果的であった 市内で買い物をする人の割合が増え、停滞していた消費が喚起された。

6月から翌年3月まで市内小学校7校、中学校2
校、保育所8箇所、幼稚園1箇所について果物や
野菜・肉を含む11種類の地元食品を提供

非常に効果的であった

コロナ化で外出制限等自粛を強いられた子供たちに、学校給食を通じてフ
ルーツ等の農産物を提供することで、地元農産物への親しみや楽しみを持っ
てもらうことができた。また、売上が減少していた市内農産物を利用すること
で、わずかなりとも農業者への収入増へとつながった。
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具体的な理由

15 林政係
未利用材活用型地域経済支
援事業費補助金
(R02→R3繰越事業)

市内ストックヤードにおいて、これまで活用されていなかった林地残材を集
めて森林組合がバイオマス材として買取・出荷を行っている。この事業に助
成を行い、森林整備の更なる加速化や経営意欲の向上を目指すとともに、
新型コロナウイルスで停滞の続く地域経済を支援するため、地域商品券を
支給することにより、地域内で経済が循環するよう図る。

2,517,049
24名の森林所有者の森林より総取扱量1261ｔの
未利用材が搬出されバイオマス発電所での燃料
等として利用された。

非常に効果的であった

16 情報システム係
3密回避のためのデジタル待
合システム環境構築事業

確定申告や住民健診など、期間や場所が不定の事業において、可搬性に
優れた3密回避のためのデジタル待合システム環境を整備するもの

392,480 待合室での蜜の回避、感染拡大の防止に寄与 非常に効果的であった

17 商工振興係
各種相談・申請窓口開設事
業

商工会の事業がコロナ対策がメインとなったため、既存補助事業の内容を
変更しするもの

9,620,000
増加する経営相談、補助金、助成金、支援金など
の相談に対応できた

非常に効果的であった

18 商工振興係
SNSの活用による情報提供
事業

市民へ緊急性の高い情報を伝えるためにLINEアカウントメニューのデザイン
や広報ツール（PRカード）の充実を図りSNSを活用した効率的な情報発信を
目指す

300,000
公式アカウントメニュー画面用アイコン及び広報
ツール(周知用カード)の作成

非常に効果的であった

19 商工振興係
テレワーカー向けサービス環
境整備事業

新しい生活様式、新しい働き方を推進するため副業・兼業を行っている方
（テレワーカー）を対象にセミナーを実施

1,489,400
新しい生活様式、新しい働き方を推進するため副
業・兼業を行っている方を対象にセミナーを実施。
参加者8名

効果的であった

20 商工振興係
金融面での支援等と併せて
行う事業者支援事業
(R02→R3一部繰越事業)

国・県の支援施策（持続化補助金、経営革新実行支援補助金）活用を支援
するため採択事業者に対し上乗せ補助を実施する。

3,485,000
小規模事業者持続化支援金は15事業者採択
経営革新実行支援補助金は14事業者採択

非常に効果的であった

21 生活環境係
うきは市浄光苑空調設備点
検

不特定多数が利用する火葬場の空調について、コロナ感染症の感染拡大
防止のため設備点検を実施し、安心して利用できる環境づくりを行う

132,000 空調設備点検一式 非常に効果的であった

22 生活環境係
うきは市浄光苑利用者用消
毒液等購入

不特定多数が利用する火葬場での感染拡大防止のために必要な消毒液や
不織布マスク等を購入し、安心して利用できる環境づくりを行う

101,995 アルコール消毒液約35L.不織布マスク250枚購入 非常に効果的であった

23 商工振興係 移動スーパー参入促進事業

買い物に困っている高齢者等の購買意欲を高め消費を喚起することで、地
域経済の活性化を目的とし、小売業若しくは小売業を行う者と連携して移動
販売事業を行なう事業者に対し150万円を上限として車両購入費・改造費等
の支援を実施する。

1,279,000 市内1事業者に支援を実施 非常に効果的であった

24 林政係
木材利用促進助成事業補助
金

木材利用の促進によりコロナ禍で停滞している新築着工等を後押しし、木材
需要を喚起する。

4,680,000
うきは市地域木材利用促進事業として15件の補
助、うきは地域材認証審査として15件の委託を実
施した。

非常に効果的であった

26 介護高齢者支援係

高齢者等施設等新型コロナ
ウイルス感染症対策支援事
業
(R02→R3繰越事業)

新型コロナウイルス感染症拡大の状況にあっても、継続して高齢者への支
援を行っている施設、事業所等に対し、支援金を交付することで新型コロナ
ウイルス感染症の予防及び感染拡大防止の取組みを支援する。

12,800,000 高齢者施設等72施設に支援 非常に効果的であった

27 総務法制係
市庁舎(西別館)トイレ改修事
業(R02→R3繰越事業)

トイレを洋式化及び乾式化する改修を行い、感染リスクの減少を図る。 11,657,800 トイレの様式化、乾式化 効果的であった

28 公共土木係
筑後川温泉経済対策のため
の環境整備事業
(R02→R3繰越事業)

V字回復を図るために必要な環境整備を実施。温泉街に面する市道に歩道
が無いことから安全に散策が可能な散策道を整備し、温泉街の周遊を促
す。

25,631,673 温泉旅館宿泊者数の増加 非常に効果的であった

29 コミュニティ支援係
公共的空間安全・安心確保
事業

市内１１か所の自治協議会において、コロナによる感染拡大を防止するた
め非接触体温計を設置する。

100,430
自治協議会11箇所に非接触体温計11台を購入し
設置

非常に効果的であった

森林所有者への還元を増やし、新型コロナウイルスで停滞の続く地域経済
の落ち込みを消費によって支えた。

コロナ禍の確定申告、健診会場など、Airウェイトに電話番号を登録し、順番
になれば連絡をすることで、待合室に留まらなくてよく密の回避をすることで
効率的に感染防止対策ができた。

市内事業者のコロナ禍の不安解消と事業継続のため、専門家・商工会経営
指導員による各種相談・申請窓口を開設した。

コロナ禍においてスピード感を持って多くの情報を市民に伝えるツールが必
要であり、うきは市公式LINEアカウントの運用をスタートした。

コロナ禍において新しい働き方を希望する方向けのセミナーを開催した。

コロナ禍において国・県施策の周知・利活用を促進するため。

感染拡大防止のため常時換気を行ううえで、点検に併せてフィルター等の清
掃を行ったことにより、空調・換気機能の維持・回復を図ることができ、利用
者が安心して過ごせる環境づくりに役立った。

火葬場であることから、不特定多数の利用者があり、また長時間滞在するた
め、感染拡大防止に必要不可欠であった。利用者が安心して過ごせる環境
づくりに役立った。

コロナ禍において気軽に外出ができなくなった高齢者を中心に購買意欲の向
上及び消費喚起による地域経済の活性化を目的に実施。

地域木材の利用促進がされ、、停滞していた新築着工等を後押しし、木材需
要を喚起、地域経済の循環につながった。

感染対策に必要な備品や消耗品等の購入費等の支給により、事業所の負
担を軽減し、感染症の予防及び感染拡大防止に繋がった。

排泄物からもウイルスが飛散し、和式の場合、足元に飛散する量が多いこと
から洋式化し便座のふたを閉めた上で流すことで予防効果があった。また乾
式化することで水をまかずに清掃ができるため雑菌の繁殖や臭いを抑えるこ
とができた。

貴重な観光資源である筑後川温泉の温泉街の環境整備を進め、安心して楽
しんでいただける場所にすることでコロナにより落ち込んだ宿泊客数の増加
に寄与できた。

地域活動や避難所としても活用される施設のため、発熱チェックによりクラス
ターの発生を防ぐことができた。
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30 コミュニティ支援係
公共的空間安全・安心確保
事業
(R02→R3繰越事業)

地域の活動拠点であるコミュニティセンター（山春、大石、御幸、江南コミュ
ニティセンター）の4施設のトイレをより感染リスクの低い乾式化することによ
り、施設の衛生環境の改善を図り、利用者の安全安心に努める。

30,893,500 4箇所のコミュニティーセンターのトイレを乾式化 非常に効果的であった

31 人事秘書係
テレワーカー向けサービス環
境整備事業

新型コロナウイルス感染症対策として、受験者の安全確保のため、WEBで
の面談など感染拡大を防止する環境整備の導入を行った。

429,000
コロナ禍の中でも非常に幅広い方々へのアプロー
チを行うことができ、採用試験受験者数の一定の
確保に寄与した。

非常に効果的であった

32 商工振興係

うきは市新型コロナウイルス
対策中小企業等経営安定支
援金
(R02→R3繰越事業)

①新型コロナウィルス感染症拡大の影響で経営に深刻な影響が生じた企業
の救済を目的とし今年度緊急支援金を交付した事業者(738事業者)及び、
売上が前年同月比20％以上減少した市内の中小企業者、小規模事業者を
対象に支援を実施する。

38,700,000
令和2年度は2事業者
令和3年度は710j事業者

非常に効果的であった

33 男女共同参画推進室
オンラインカウンセリング支
援事業

外出自粛の影響で家庭内で孤立している相談者の不安を解消するため。相
談のハードルが下がることにより、今まで支援に繋がらなかった市民も対象
となり、相談件数の増加が見込まれる。

140,800 ノートパソコン１台導入 効果的であった

34 男女共同参画推進室 家計急変学生等支援事業
コロナ禍において学生生活を継続させるため、ひとり親世帯が扶養する高
校生及び大学生の経済的負担の軽減を図ることで、市への愛着心や誇りが
育まれ、卒業後に地元への就職増を目指す。

7,900,000 高校生60名、大学生49名に支援を実施 効果的であった

35 ブランド戦略係
外食産業等テイクアウト・配
送事業支援事業

市内でテイクアウトやデリバリーを行う事業者を紹介するチラシ・マップ・ホー
ムページ等の作成を行い、プロモーション活動を支援するもの。

900,000

市内58軒の事業者を掲載したHPとチラシを作成。
HPについては合計25,000回のアクセスがあり、チ
ラシは20,000部を作成し市内全世帯や関係団体、
施設にも配布した。

非常に効果的であった

36 男女共同参画推進室 家計急変学生等支援事業
コロナ禍において学生生活を継続させるため、ひとり親世帯が扶養する高
校生及び大学生の経済的負担の軽減を図ることで、市への愛着心や誇りが
育まれ、卒業後に地元への就職増を目指す。

2,750,000 高校生25名、大学生15名に支援を実施 効果的であった

37 福祉係
障害者総合支援事業費補助
金

(特別支援学校等の臨時休業に伴う放課後等デイサービス支援事業)
特別支援学校等の一斉臨時休業の要請がされたことで、保護者が仕事を
休めない場合自宅等で1人で過ごすことができない児童がいる世帯において
放課後等デイサービスの利用の増に対する財政支援。

2,649
対象経費8,646円のうち、国補助（6,000円）を差し
引いた2,649円に充当。利用者は少数だったが本
人負担の軽減を図ることができた。

非常に効果的であった

38 地域振興係
コロナ対策サテライトワーク
支援事業

新型コロナ感染症による影響を受けない働き方の実現をするための支援と
して、密な職場環境を改善すべく、サテライトワーク・サテライトオフィスをお
試しされる事業者等へ補助をする。これにより、移住者・事業者を誘致す
る。

1,602,890 個人２名、団体6社に支援を実施 非常に効果的であった

39 保育所係 保育施設等従事者応援事業
新しい保育環境が求められ、厳しい労働環境におかれている保育施設等従
事者に対する感謝の意を表す応援金を支給する。

6,330,000 市内保育施設等従事者211名に支援を実施 非常に効果的であった

40 商工振興係

新型コロナウイルス感染拡
大防止対策支援金に係る事
務費及び会計年度任用職員
雇用に伴う費用

「新型コロナウイルス感染拡大防止対策支援金事業」を実施するため会計
年度任用職員の雇用及び当該事務にかかるコピー機の賃借料

2,876,104
会計年度任用職員の雇用により、手厚い窓口
サービスの向上と、職員の業務負担の軽減が図
れた

非常に効果的であった

41 都市計画準備課
新しい生活様式(働き方)」を
用いた観光客誘致による地
域産業緊急支援事業補助金

①感染拡大の影響を受ける観光関連事業者の支援を行うため、事業者や
個人に対し補助金(宿泊費、交通費、施設利用料等の経費として定額補助)
を支給し、ワーケーションを取り入れた観光客誘致を行う。

743,000
申請件数　４３件（うち６件キャンセル）
来訪者数　４６名
属性　九州内２４名、それ以外の地域２２名

非常に効果的であった

42 保育所係 保育施設環境整備事業
公立保育施設について湿式トイレから乾式トイレにすることでウイルス等の
感染防止を図るもの。

13,817,100 湿式トイレから乾式トイレへの改修 非常に効果的であった

トイレを乾式化することで施設の衛生環境の改善を図ることができ、また、感
染リスクが低減することにより、施設利用者の方がより安全・安心して施設を
活用できることにつながった。

新型コロナウイルス感染症対策として、受験者の安全確保のため、導入を
行った。安全確保はもちろんのこと、受験者の移動にかかる費用だけでなく
時間的コストも削減でき、県外在住者、在職者、育児中など、時間的制約が
ある方の受験も容易になりました。

新型コロナウィルス感染症拡大の影響で経営に深刻な影響が生じた企業の
支援を実施することにより、経営の持続化による経済循環の下支えに寄与し
たと考えられる。

コロナ禍で露呈した様々な困難を抱える女性相談のひとつとして活用すると
共に、オンラインに切り替わった相談業務研修の受講用として、大いに活用
することが出来た。

コロナ禍で困窮するひとり親世帯の学生を支援するために行った事業であ
り、一定の効果を上げたと考えられるが、図らずも市内のひとり親世帯の状
況が明らかになった(父子世帯のほとんどが同居・母子世帯の多くは非同
居、ひとり親世帯の大学等の進学率が想定より高い)ことも、事業成果のひと
つとして捉えている。

全世帯にチラシを配布、またホームページに分かりやすく情報を掲載するこ
とで、テイクアウトやデリバリー利用者の増加につながり、事業者の新たな販
路拡大にも寄与した。

コロナ禍で困窮するひとり親世帯の学生を支援するために行った事業であ
り、一定の効果を上げたと考えられるが、図らずも市内のひとり親世帯の状
況が明らかになった(父子世帯のほとんどが同居・母子世帯の多くは非同
居、ひとり親世帯の大学等の進学率が想定より高い)ことも、事業成果のひと
つとして捉えている。

サービスを利用する本人負担を軽減することができた。

福岡市内の個人事業主や事業者をターゲットとして事業を実施した。補助金
があることで、今まで行ったことがなかったがうきは市内でテレワークができ
る場があるという周知や実際の利用や来訪につながった。また市内企業と市
外事業者との連携企画へ補助を出すことで市の農産品を使った新商品開発
という動きもあった。

新型コロナの影響により新しい保育環境が求められる中、厳しい労働環境に
おかれている市内保育従事者に対し感謝の意を込め応援金を至急すること
で、保育園の安定的な施設運営に寄与した。

支援金等の申請窓口のニーズの高まりを受け、サービスの充実を目指し会
計年度任用職員を追加で雇用した。

コロナ禍となる中でも、宿泊・滞在をしながら仕事をするという選択をされる
方が多くあることを体感できた。また、アンケートによって、市内のどこを訪れ
誰とやりとりしたかが分かった。延々と宿泊等の補助をするつもりはなく、今
後必要とする相手に当市ならではの情報をまとめお伝えしていくことが重要
と考えた。

尿などの飛沫など感染経路となりやすいトイレを乾式化することで、清潔なト
イレの園児が衛生的に過ごすことができた。
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43 農政係 有害鳥獣捕獲対策支援事業

新型コロナウイルス感染拡大等により、捕獲活動等が制限された有害鳥獣
捕獲の取組について、今後迅速かつ効率的に実行していくために、捕獲に
関する報奨金の拡充とGPSやICT等を活用した機器を導入し、農作物被害
軽減を図り、農業者の支援に繋げる。

1,965,000
ドックマーカー等GPS機器の活用により捕獲頭数
が増加。

非常に効果的であった

44 スポーツ文化振興係
公共的空間安全・安心確保
事業

不特定多数が利用する公共施設について、感染拡大防止のためサーモグ
ラフィやパーテーションなどを設置し、安心して利用できる環境づくりを行う。

1,818,960

ハンディ型ＡＩサーマルカメラ及びＡＩカメラ用三脚（8
台）
キャスター床置専用型工場扇及び安全カバー×１３
ビッグファン１００ｃｍ・安全ネット　各４
赤外線体温計×２個
飛沫防止パーテーション防炎透明塩ビシート

非常に効果的であった

45 スポーツ文化振興係
公共施設等の管理維持体制
持続化事業

休業要請に応じた総合体育館の指定管理業者に対する支援を実施 7,000,000 施設利用者からの感染者の報告なし 非常に効果的であった

46 学事係
GIGAスクール構想への支援
事業

コロナ感染が拡大する中で、外部との接触をできるだけ減らしながらも学習
の質を保ち、安心して勉強できる環境を構築するためタブレッド端末を導入

17,825,940 タブレット端末450台分購入 非常に効果的であった

47 情報システム係 公衆無線LAN環境整備事業
感染拡大防止のためのWeb会議等環境構築や、3密回避のためのデジタル
待合システム環境構築のための通信部分を担うWi-Fi環境を整備するもの

13,493,832
きは市役所（本庁・西別館）、うきは市民センター、
うきは市民ホール、るり色ふるさと館、うきは市立
自動車学校の５施設のWi-Fi環境整備

非常に効果的であった

48 農政係 6次化新商品開発支援
夢ラボ(6次産業化研究開発支援センター)を活用し、新商品化による農産物
のブランド化を推進しているが、瓶製品や搾油関係の商品開発のための機
器を整備し、加工品の幅を広げ、さらなる農業者の所得向上を図るもの。

2,915,000 搾油機、粉砕機の購入 非常に効果的であった

49 企画調整係
貸切バス・タクシー等事業者
支援事業

新しい生活様式に対応する交通事業者への支援のため、市内の貸切バス・
タクシー・レンタカー事業者に対し車内での感染防止対策に係る費用につい
て支援する。

1,400,000 市内8事業者に支援を実施 非常に効果的であった

50 食育健康対策係 必需物品供給事業

①新型コロナ感染症予防対策として市内の公共施設、保育所・学童保育所
等、小中学校、自治協議会、医療機関、介護・障害者施設等、宿泊・飲食
業、理美容業等に対してマスクや消毒液、体温計等の感染防止に係る物品
を配布する。

3,354,007
パーテーション、マスク、アルコール、非接触体温
計、フェイスシールド、防護服等を市内公共施設
や学校、医療機関、宿泊・飲食店等に配布した

非常に効果的であった

51 図書館係 図書館利用衛生確保事業
不特定多数が利用する図書館において、安心して利用できる環境づくりを目
的に、図書消毒機１台を導入する。

798,600 図書消毒機×1台導入 非常に効果的であった

52 図書館係
コロナ対応ブックスタート事
業

10ヶ月児健診時に絵本等の配布を行っており、幼児期から本に親しむ機会
を設けるているが、ブックスタート実行委員が直接対象者の保護者に説明を
行い絵本を含むブックスタートパックについて、感染拡大防止のため郵送配
布を実施するもの。

14,040 レターパックプラス×27枚分 効果的であった

53 図書館係
コロナ対応蔵書・書架増加事
業

コロナ禍において外出自粛が要請される中、在宅で過ごす時間を少しでも
有意義に過ごしてもらうため書架を増設し充実させることで外出抑制につな
げる。

5,051,281

図書館用書架増設（６台）
図書館用図書「地下水・湧水の疑問50」他、計４８
３冊
図書館用図書「ママにいいこと大全」他625冊を購
入

非常に効果的であった

54 福祉係
生活福祉資金新型コロナウ
イルス特例貸付利用者支援
事業(R02→R3繰越事業)

新型コロナウイルスの影響により生活が困窮している者（生活福祉資金特
例貸付の緊急小口資金(特例貸付)または総合支援資金生活支援費(特例
貸付)を申請し貸付決定された方）に対し、経済的負担の軽減を図ることを
目的に支援金を給付する。

4,100,000 82名の方に支援を実施 非常に効果的であった

55 消防防災係 防災活動支援
コロナ禍における災害時において不特定多数の住民利用する避難場所で
の感染拡大を防止し、安心して利用できる環境づくりを目指す。

3,589,584
自主避難所用コロナウィルス対策用救急セット×
220セットを自主避難所等168箇所＋通常避難所
等30箇所＋消防詰所等26箇所)に導入

効果的であった

捕獲活動等が制限された中で、人と接しない方法での捕獲活動を行うことが
できた。

検温・強制換気・ソーシャルディスタンスの確保等の新型コロナウイルス感染
対策が実施でき利用者が安心安全に利用することができた。

指定管理者への支援があることにより、迅速にコロナに対応した運営が行え
た。そのことにより新型コロナウイルス感染対策が実施でき利用者が安心安
全に利用することができた。

外部の方と接触せずにオンラインによる授業が実施できた等感染リスクを回
避できた。また、ICT教育の推進につながった。

WI-FI環境を整備することで、№16の事業が効率的に実施できた。また、コロ
ナ禍により増加したWEB会議も、庁舎をはじめ他施設でもスムーズに実施で
きている。

搾油及び搾油関係の商品開発を行うことができた

閉鎖的になる車内において感染防止対策を徹底することで、利用者も運転
手も安全に過ごすことができる環境を整備できた。

基本的な感染対策をまもることにより、感染者の大幅な増加を防ぐと共に、
安心して施設を利用してもうらことができた。

職員による図書館資料の拭きあげは表面しか出来ないため、消毒機導入に
より資料内側の消毒も可能になった。
消毒機は利用者自身で操作可能なため、資料を借りる際に使われる利用者
が多かったので精神的安心感としても効果があった。

事業の趣旨を含め実行委員が直接アドバイス等を行えないが、対面での受
取に抵抗がある保護者に対して最低限パックを渡せることができた。

コロナ禍の外出自粛により在宅時間が増えたため、新刊の貸出が多かっ
た。それに伴い書架も増設したので、貸し出せる本の選択肢を増やすことが
できた。

生活困窮している世帯への現金支給で家計の経済的負担を軽減することが
できた。

コロナ禍のため指定避難所への避難ではなく、身近な公民館等の自主避難
所へ避難する市民のため、安心して避難できる環境づくりに役立った。
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56 福祉係
公共施設等の管理維持体制
持続化事業

休館による利用料収入の減少による支援をすることで、施設の再開後の
サービス向上へつなげる。

300,000 ゆうゆうセンターへ３０万円の支援を実施 非常に効果的であった

57 子育て支援係
うきは市臨時特別出産応援
金支給事業

4月28日以降、今年度までに生まれた新生児１人当たり10万円を支給し感
染予防の徹底や里帰り出産の自粛など、不安を抱えて出産した保護者を支
援し、同学年で生じる不平等感の解消および子育てに伴う経済的負担の軽
減を図る。

14,627,880 新生児の父又は母146名に10万円を支援 効果的であった

58 商工振興係
DX（デジタルトランスフォー
メーション）促進補助金
(R02→R3繰越事業)

人の密度を下げる対策やテレワーク（在宅勤務）導入を検討し、あわせて生
産性向上やDXを推し進める意欲のある市内中小企業・小規模事業者を対
象とする支援を実施し、市内事業者のDX化を促進する。

7,337,000 ８事業者を採択し支援 非常に効果的であった

59 ブランド戦略係
域学連携浮羽究真館生徒広
報活動支援事業

市の歴史・観光・グルメ等の魅力を浮羽究真館高校の生徒の目線で取材・
発信させ、郷土愛を育ませると同時に、消費の落ち込みに対するV字回復
に向けた観光振興に寄与させる。

200,000
地元高校生と連携し、「うきはパブリシティQ」を結
成。高校生の新たな視点を活用した情報発信を実
施した。

効果的であった

60 林政係 製材品等流通対策支援事業
製品出荷に係る運賃費用を助成し、コロナ禍における事業体の経営安定化
と販路維持・拡大による事業規模継続を図る。

4,305,000 申請のあった８社に支援を実施 効果的であった

61 自動車学校
自動車学校校舎等環境整備
事業
(R02→R3繰越事業)

感染リスクを回避するためトイレの改修工事を行い感染リスクを軽減させる 16,214,000 自動車学校内のトイレを乾式化 非常に効果的であった

62 総務法制係 市庁舎等感染防止対策事業
公共施設で勤務する職員間の感染防止対策を強化し、公共事業の継続を
確保するため、郵便料金計器を導入する。(数人で手作業で行っている作業
を機械化することで3密を防止する。)

5,720,000

郵便料金計器を１台導入、郵便発送業務の省力
化及び郵便局での通数確認時間待ちの削減など
人との接触機会を減らし事務を効率化することが
できた。

効果的であった

63 図書館係 図書館施設換気対策事業 ①定期的な屋内換気のための図書館の網戸設置を行う 662,860 １・３階入館者数69,835人 非常に効果的であった

64 図書館係 授乳室3密対策事業 ３密防止のため、図書館3階の子育てサークル室を授乳室に改修する 484,000
子育てサークル室を授乳室に改修
子育てサークル利用者数18人

非常に効果的であった

65 総務法制係 市庁舎感染防止対策事業 庁舎において、定期的に換気を行うために網戸を設置するもの。 718,630 網戸を７７か所設置 非常に効果的であった

66 消防防災係
避難所における感染拡大防
止対策事業

避難所にパーテーションを設置することで、避難者同士の接触の機会を減
らし、感染拡大の防止に繋げる。

759,000
避難所11箇所にワンタッチパーテーション×２基
を導入
ソーシャルディスタンスの確保、飛沫対策を図った

効果的であった

67 教育総務係
小・中学校空間安全・安心確
保事業
(R02→R3繰越事業)

市内公立小・中学校(9校)について定期的な屋内換気のための網戸設置を
行う

10,945,000 市内小中学校9校の網戸1035枚を設置 非常に効果的であった

68 教育総務係
学校保健特別対策事業費補
助金

(学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援事業)
学校再開に伴う感染症対策及び学習保障等の支援のため市内公立小・中
学校9校における感染症対策にかかる物品の支援を実施

5,500,000
市内小中学校9校の感染防止のための物品(マス
ク・消毒液・パーテーション等)の支援を実施

非常に効果的であった

69 人事秘書係
3密に配慮した研修体系及び
ワーキングスタイルの提供に
向けた体制整備事業

3密に配慮した研修体系の構築等のワーキングスタイルの提供に向けた体
制整備を行うことにより、多様な働き方の拡大に対応するもの。

398,000
密に配慮した研修体系の構築等のワーキングス
タイルの提供に向けた体制整備を行うことにより、
多様な働き方の拡大させた

非常に効果的であった

70 学事係 幼稚園従事者応援事業
新しい保育環境が求められ、厳しい労働環境におかれている市内幼稚園従
事者に対する感謝の意を表す応援金を支給する

360,000 ひとり10,000円×36名に支給 非常に効果的であった

助成金により施設の運営体制を整えることができた

定額給付金を受給していない4/28以降、今年度末までに生まれた新生児を
対象としたことで、同じ年度生まれで定額給付金受給の是非による不平等感
は払拭されたと考える。

コロナ禍においてより重要度が高まったデジタルテクノロジーを活用した新た
な価値創造への取り組みに対するサポートを目的とした。

高校生が地域の魅力発信を行うことの話題性により、メディアにも取り上げら
れ、生徒が運営するインスタグラムのフォロワー数も急速に増加し、観光振
興につながった。

新型コロナウイルス感染症の影響による住宅着工数の落ち込みにより、製
材品の流通も停滞が見られたため、事業体のニーズも踏まえながら経営継
続に対する積極的な支援を行うことができた。一方8事業社からの申請となり
当初の見込んでいた20事業者には届かなかった。

老若男女、不特定の人が利用する自動車学校のトイレを乾式化することで
衛生面が向上し、安心して利用できる環境が構築された。

郵便物の仕分け作業の効率化を図ることで少人数での作業を実現し郵便物
の差出業務による職員間の接触を低減させることができた。

コロナ禍において定期的な換気は必要不可欠。特に3階は夜間利用もあるた
め虫の侵入を気にせず換気をすることが可能になった。

改修前の授乳スペースは換気ができず狭い場所だった。子育てサークル室
を授乳スペースにすることで、換気もできて密にならずに利用者が安心して
授乳を行う環境を整備することができた。

庁舎に網戸を設置することで、換気を容易にでき庁舎内の感染対策を図るこ
とができた。

豪雨等により換気がしにくい状況においても、パーテーションにより区切るこ
とで、避難所における密を避けることができ、市民が安心して避難できる環
境整備に役立った。

換気が必要とされている現状で、校舎内への外部からの虫等の流入を防ぐ
ことができより換気し易い環境を整えることができた。

集団生活の中でクラスターの発生を防ぎ,児童、生徒及び教職員が安心して
学校生活を送ることができた。また児童、生徒の学びの保障に寄与すること
ができた。

従来の集合型の研修と比較し、不要な接触機会を減らすことで、感染確定防
止に繋がった。

新しい保育環境への対応のため、消毒作業等厳しい労働環境におかれた幼
稚園従事者に応援金を渡すことで、モチベーションアップにつながり積極的
な活動ができた。
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活性化・デジタル化・生活
困窮者支援・雇用の維
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71 人事秘書係 多様な働き方の推進
職員募集における転職サイトを活用し3密に配慮した職員採用の形態転換
に向けた体制整備を行うことにより、多様な働き方の拡大に対応する。

110,000 転職サイト２事業者へ掲載 非常に効果的であった

72 人事秘書係
3密に配慮した採用試験の実
施

表情が見えるマスクを取り入れることで3密に配慮した職員採用の形態転換
に向けた体制整備を行うことにより、多様な働き方の拡大に対応するもの。

8,580
透明マスク×60個購入
採用試験時での感染者報告はなかった

非常に効果的であった

73 ブランド戦略係
うきは宿泊・日帰り旅行助成
事業

新型コロナウイルスにより激減した観光客を取り戻すため、宿泊・日帰りの
旅行者に対し一部助成を行うもの。また、宿泊客に対しては観光農園で使
用できるクーポンを配布し、宿泊客の周遊を図る。

28,500,000
宿泊利用者2,883人、日帰り利用者4,014人、観光
農園クーポン券利用者2,603人の計9,500名の方
に利用頂いた。

効果的であった

74 総務法制係 市庁舎等感染防止対策事業
公共施設で勤務する職員間の感染防止対策を強化し、公共事業の継続を
確保するとともに、来庁者の感染防止及び安全に資するため、感染防止用
のパーテーションを導入する。

2,193,180
飛沫防止仕切パネル（W450×H500）3セット×2
飛沫防止仕切パネル（W600×H500）3セット×2
飛沫感染防止用透明衝立（204枚）を導入

効果的であった

75 総務法制係 選挙時感染防止対策事業
選挙時の感染防止対策として、投票用紙の受け渡し時の接触を軽減するた
め、投票用紙自動交付機を整備する。

3,245,000 各投票所に投票用紙自動交付機を10台導入 非常に効果的であった

76 人権同和対策推進室
社会教育集会所及び人権セ
ンター網戸整備事業

感染拡大防止のため喚起を実施するなど３密対策を行い利用者の安全確
保を図るため網戸の設置を行う。

72,731 社会教育集会場の施設貸出回数135回、1574人 効果的であった

77 情報システム係
3密回避のためのオンライン
申請システム環境構築事業・
在宅勤務導入支援事業

各種行政手続きをWebページからオンライン申請可能とすることで市民が市
役所に集中することを避け、また市役所の開庁時間を気にせず手続申請を
行うことができるため市民の利便性も増すことが期待できるもの。あわせ
て、市役所職員向けの一般インターネット→LGWANへのデータ送信を可能
とする仕組みも構築可能なため、市役所内部業務の効率化も図ることがで
き、市民の窓口滞留時間を削減する効果も期待できるもの。

3,229,963 窓口への来庁者数も軽減がみられ、密の回避と
なり感染防止対策となっている。

効果的であった

78 スポーツ文化振興係
体育施設等公共的空間安
全・安心確保事業

吉井体育センター、大春トリームセンターについて換気窓や網戸を設置し、
定期的な空気の入れ替えを行うことで、感染拡大を防止するもの。

225,610
吉井体育センター、大春トリームセンターへの網
戸設置

非常に効果的であった

79 住民係
3密回避のためのオンライン
申請システム環境構築事業

住民票の写し等各種証明書をLINEからオンライン申請可能とすることで市
民が市役所に集中することを避け、また市役所の開庁時間を気にせず証明
交付を受けられるため市民の利便性も増すことが期待できるもの。

495,000
1月～3月までの3カ月間、市の公式LINEから各種
予約や通報等が受付できるようになり、窓口での
混雑防止による感染リスクの軽減が図られた。

非常に効果的であった

80 農政係 新規就農促進事業
コロナの影響等で転職等を考える若者も含め新規に農業を始める者に対し
て初期経費等の一部を支援する。

900,000
機械購入等の初期投資に係る経費の一部を支援
し、新規就農者３名が事業を活用した

効果的であった

81 スポーツ文化振興係
うきはアリーナにおける3密
回避対策事業
(R02→R3繰越事業)

体育施設であるうきはアリーナのジムスペースについて、筋力系マシンジム
を集約化し台数を減らすことで密状態を回避し、安心して利用してもらうこと
で、市民の体力・健康づくりの促進を図る。

8,360,000 うきはアリーナへ筋力系マシン×６台導入 非常に効果的であった

82 スポーツ文化振興係
うきは市文化会館トイレ改修
事業(R02→R3一部繰越事
業)

うきは市文化会館のトイレの洋式化や床の乾式化、自動水洗化などを行う
ことによって、新型コロナウイルス感染リスクの減少させる。

8,965,000
うきは市文化会館の１階トイレを洋式化・乾式化・
自動水洗化へ改修

非常に効果的であった

83 スポーツ文化振興係
うきは市文化施設等網戸設
置事業

うきは市文化会館、うきは市民ホールの網戸を設置することにより換気を行
いやすくし、感染拡大防止対策を図る

858,000
うきは市文化会館、うきは市民ホールの網戸設置
うきは市文化会館利用者数7,472人
うきは市民ホール利用者数14,813人

非常に効果的であった

従来であれば、職員採用の募集にあたって、直接訪問を行う機会が多かっ
た中、新たに転職サイトを活用することで、不要な接触機会を減らすことで、
感染確定防止に繋がるとともに、受験者増加に繋がった。

受験者・面接官双方の飛沫拡散防止ができ、感染拡大防止に繋がった。

実施前に比べ、実施後は利用者が2倍近くに増加した。

視覚的にも対策中であることの意識付け効果があった。また、設置施設にお
いて感染者は発生していない。

投票用紙の受け渡し時の接触を軽減した他、速やかな投票用紙の交付によ
り投票所での人の滞留を防いだ。

建物内への虫の侵入を防ぐため、常時窓を閉めての学習会を行っていた。
網戸を設置したことにより、窓を開放して換気が出来ることで、コロナウイル
ス対策に配慮した学習会に取り組むことが出来た。

kintone（キントーン）システムを導入することで、インターネットにつながるデ
バイスで、市民の方が時間を気にせず申請手続きができる仕組みを構築で
きた。

網戸が無かったため害虫の侵入を防ぐため一部の窓のみの開放であった
が、設置する事で特に夜間の換気も十分に確保する事ができ、利用者が安
心安全に利用することができた。

住民票の写し等各種証明書をLINEから交付には至っていないが、キャンプ
場の利用申請やマイナンバーカードの受取予約、道路の通報等についてう
きは市公式LINEから申請・通報が可能となり、窓口の混雑を回避し３密回避
に対して非常に効果的であったと判断している。
なお、住民票の写し等の申請・交付については令和４年１０月開始見込みで
ある。

３名が新規就農を果たすことができた。,今後は市外からの新規就農者の増
加にも力を入れていきたい。

これまでのトレーニング機能数を減らすことなく、台数を減らし機器の間隔を
あけ、密状態を回避し利用者の感染対策と免疫力向上及び安心安全に利用
することができた。

湿式から乾式へ仕様を変更することにより、飛沫飛散防止により新型コロナ
ウイルス感染対策が実施でき利用者が安心安全に利用することができた。

網戸が無かったため害虫の侵入を防ぐため一部の窓のみの開放であった
が、設置する事で特に夜間の換気も十分に確保する事ができ、利用者が安
心安全に利用することができた。
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84 商工振興係
新型コロナウイルス感染拡
大防止対策支援金事業

新型コロナウイルス感染症拡大の状況が続いている中、業種別ガイドライン
に沿った安全な事業運営を継続・再開する市内の中小企業・小規模事業者
に対し顧客と対面型の営業を行う市内の事業者が、安全な事業継続・再開
に向けて導入する感染拡大防止対策に必要な衛生用品の購入や設備導入
等にかかる費用を支援する。

65,417,000 市内690事業者に支援を実施 非常に効果的であった

85 スポーツ文化振興係 文化振興事業
新型コロナウイルス対策を施した文化事業を実施し、文化芸術の振興を図
る

902,541 令和3年1月13日　開催　58台　216名 非常に効果的であった

86 学事係 学校給食費支援事業
新型コロナウイルスの感染症対策による市内小中学校児童生徒の保護者
の経済的負担の軽減を図ることを目的とする支援金を支給する。

29,137,500
市内小中学校9校分へ補助
3か月分の給食費を支援することで保護者の負担
軽減をわずかではあるが軽減できた。

非常に効果的であった

87 介護高齢者支援係
感染症の専門家による実地
指導事業

介護保険事業所及び障害者施設に対し、感染症の専門家による実地確認・
指導を行うことで、感染症防止対策の徹底を図る。

270,000 実施指導2回、学童保育研修会・巡回指導9回 非常に効果的であった

88 食育健康対策係
季節性インフルエンザ同時
期流行予防事業

今冬の季節性インフルエンザと新型コロナウイルス感染症の同時期流行を
防止するため、インフルエンザ予防接種の助成を拡充する。例年より接種者
増が期待でき、インフルエンザの罹患者を減らす事で、医療機関の負担軽
減を図る。

16,990,940
65歳以上の高齢者と生後6か月～中学生までの
子どもへインフルエンザ予防接種の助成を行った

非常に効果的であった

89 保育所係 子ども・子育て支援交付金

緊急事態宣言中の小学校の臨時休業時、学童保育所を特別開所すること
により昼間保護者がいない児童の安全を確保することができる。また、小学
校の臨時休業中、学童保育所の利用を自粛した児童への利用料返還にか
かる費用を補助することにより、学童保育所運営の安定化を図る。

630,000

新型コロナウイルス感染症対策利用料減免事業
学童保育所９か所293人分を支援
新型コロナウイルス対策臨時休業時特別開所支
援
学童保育所２か所20人分を支援

効果的であった

90 食育健康対策係 母子保健衛生費補助金
(乳幼児健康審査個別実施支援事業)
市役所の会場で集団で行っていた乳児健診(4か月)を、個別医療機関へ委
託し行うことで、密を避け新型コロナウイルス感染拡大防止をはかる。

186,790
4か月検診の95名分について、個別検診に切り換
えた際に生じる追加費用を助成

非常に効果的であった

91 食育健康対策係
疾病予防対策事業費等補助
金(R02→R3一部繰越事業)

(新型コロナウイルス感染症の流行下における一定の高齢者等への検査助
成事業)
新型コロナウイルスの検査を、高齢者等の無症状者を対象に助成を行い、
感染拡大及び重症化予防、不安軽減をはかる。

110,000 高齢者11名分の検査助成を実施 非常に効果的であった

92 保育所係
学童保育施設環境整備事業
(R02→R3繰越事業)

御幸及び江南学童保育所において面積基準を満たしていない施設の整備
をすることで密を回避し、ウイルス等の感染防止を図るもの。

59,825,000
御幸学童保育所の改修と、江南学童保育所の新
築移転

非常に効果的であった

93 教育総務係
学校保健特別対策事業費補
助金(R02→R3繰越事業)

(感染症対策等の学校教育活動継続支援事業)
学校教育活動継続に伴う市内公立小・中学校9校における感染症対策・学
習保障・教職員研修等の支援を実施

4,392,842
市内小中学校9校の感染防止のための物品(マス
ク・消毒液・パーテーション等)の支援を実施

非常に効果的であった

94 商工振興係
うきは市プレミアム付商品券
発行事業(R02→R3繰越事
業)

県のプレミアム付商品券追加支援をふまえ、うきは市もプレミアム率の引き
上げを行い、市民生活の緊急支援を行うとともに、地域の消費を喚起、下支
えする。
販売額約350,000千円のプレミアム率25%（うち市15％、県10％）の市15％分

52,394,036
うきは市買い物券（紙）販売総額150,000千円
うきは市スマホ買い物券（電子）販売総額200,000
千円

非常に効果的であった

 767,125,000 

新型コロナウイルス感染症拡大の状況が続いている中、業種別ガイドライン
に沿った安全な事業運営を継続・再開する市内の中小企業・小規模事業者
を支援することで市民が安心して利用でき、感染の拡大防止にも繋がった。

カーシアター（車中上映会）で新型コロナ感染対策に特化した内容となった感
染対策としてグループ毎（家族等）で1台の車の中で事業が完結するため、
他の利用者と非接触で文化を共有することができた。

新型コロナウイルス感染症対策や臨時休校により負担増となった保護者に
対し、給食費を支援することで顕在的負担の軽減につながった。

高齢者福祉施設など感染者が発生するとクラスターとなりやすい事業所へ
の感染管理認定看護師などの専門家によるラウンド及び指導を行った。専
門家による適切な指導により感染拡大の防止につながった。

予防接種の自己負担額の助成を拡充することで、例年より接種者増となり、
インフルエンザとの同時期流行を防止できた。

緊急事態宣言中の小学校の臨時休業時、学童保育所を特別開所することに
より昼間保護者がいない児童の安全を確保しできた。小学校の臨時休業
中、学童保育所の利用を自粛した児童への利用料返還にかかる費用を補助
することにより、学童保育所運営の安定化を図った。

集団で行っていた乳児健診を個別医療機関で委託し行うことで、密を避ける
ことができ、新型コロナウイルス感染拡大防止をはかることができた。

無症状の高齢者等を対象に検査の助成を行うことで、新型コロナウイルスの
感染に対する不安解消、重症化予防をはかることができた.

改修等により定員の増加や十分な保育面積確保ができたことで、新型コロナ
ウイルス感染症対策や保護者の保育ニーズに対応できた。

集団生活の中でクラスターの発生を防ぎ、児童、生徒及び教職員が安心して
学校生活を送ることができた。また児童、生徒の学びの保障に寄与すること
ができた。

市内で買い物をする人の割合が増え、停滞していた消費が喚起された。


